
 

 

 

 

 

阿智村における 

水資源に係る具体的な調査の計画について 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

令和元年１１月 

 

 

 

東 海 旅 客 鉄 道 株 式 会 社 

 
 

 

 

 





1 

 

阿智村における水資源に係る具体的な調査の計画について 

 

 トンネルの工事が水資源に与える影響の予測には不確実性があることから、工事の着手前、工

事中、完了後において、水資源に係る事後調査を実施する。 

 長野県内における水資源に係る現地調査として、環境影響評価書に記載のとおり、平成２４年

８月から平成２５年４月にかけ、既存の井戸２５箇所、湧水等１５箇所で地下水の水位、水質に

係る調査を実施したほか、評価書資料編記載の５６地点を含む路線近傍を中心とした約１４０

地点において、早いものでは平成１９年より河川等の流量観測を継続的に実施してきた。 

 今回は、準備書についての長野県知事意見を踏まえ、阿智村における水資源事後調査計画につ

いて報告する。なお、大鹿村における水資源事後調査計画については平成２６年１２月に、豊丘

村、喬木村については平成２８年４月に、南木曽町については平成２８年１０月に、飯田市（野

底川以西）については平成２９年１０月に長野県に報告を行った。 
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1-1 総括 

事後調査計画は、工事計画や環境影響評価書における地下水の予測検討範囲、既存文献資

料、自治体並びに予測検討範囲がかかる地区への聞き取り調査結果を踏まえ、策定した。 

工事着手前における事後調査計画の内容を 1-2 に、工事中における事後調査計画の内容を

1-3 に、工事完了後における事後調査計画の内容を 1-4 に示す。 

また、調査地点を表 1-2～3 及び図 1 に示す。 

工事中の環境管理を適切に行うことを目的に、事業者の取組みとして行う工事期間中のモ

ニタリングについては、参考として、「参考１：その他の調査」にその内容を示す。 

 

(1) 聞き取り調査の結果 

 平成 27 年度に、路線が通過する阿智村の各地区を対象に、調査票の配布・回収及び電話に

よる聞き取り調査を実施し、さらに水源の現地確認を行った。その結果を表 1-1 に示す。 

 

表 1-1 井戸、湧水等の数 

市町村名 地区名 井戸 湧水 河川 

阿智村 清内路 2 5 2 
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(2) 調査地点の選定 

非常口（山岳部）を含む予測検討範囲内及びその周囲で、聞き取り調査結果、標高、地形や

地質、トンネルとの位置関係等を考慮の上、自治体からの調査の要請を踏まえ、表 1-2、表 1-

3 のとおり調査地点を選定した。 

 

表 1-2 湧水の水量の調査地点 

 ※地点番号 1 は、環境影響評価書 8-2-3 における現地調査地点 38 に対応している。 

 

表 1-3 地表水の流量の調査地点 

 

地点 

番号 
市町村名 地点 調査項目 調査時期及び頻度 

1 阿智村 おおまきの岩清水 

・湧水の水量 

・水温 

・pH 

・電気伝導率 

・透視度 

下記を基本とすることを考え

ている。 

・トンネル工事前の 1 年間、 

月 1 回 

・トンネル工事中、月 1 回 

・トンネル工事完了後 3 年間、

4 季 

 

地点 

番号 
市町村名 地点 調査項目 調査時期及び頻度 

2 阿智村 小黒川中流 

・地表水の流量 

・水温 

・pH 

・電気伝導率 

下記を基本とすることを考え

ている。 

・トンネル工事前の 1 年間、 

月 1 回 

・トンネル工事中、月 1 回 

・トンネル工事完了後 3 年間、

4 季 



 

 

 

  

   湧水の水量（湧水等） 

   地表水の流量 

図 1 水資源事後調査地点 

01

4
 

02

他市町範囲 
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1-2 工事着手前の詳細な事後調査計画 

工事着手前における事後調査の内容について、調査項目ごとに以下に示す。 

 

(1) 湧水の水量：水量、水温、pH、電気伝導率、透視度 

 1) 調査項目 

トンネル工事前の湧水の水量、水温、pH、電気伝導率、透視度を調査する。 

 

 2) 調査範囲及び地点 

非常口（山岳部）を含む予測検討範囲内及びその周囲で、工事着手前の井戸

及び湧水の分布状況、標高、地形や地質、トンネルとの位置関係等を考慮の

上、一定の集落の単位で選定した地点、並びに自治体から調査の要請があった

地点を表 1-2 及び図 1 に示す。 

 

 3) 調査時期及び頻度 

トンネル工事前の 1 年間、原則月 1 回の観測を考えている。 

 

 4) 調査手法 

「地下水調査および観測指針（案）」（平成 5 年 建設省河川局）に準拠する。 

 

(2) 地表水の流量：流量、水温、pH、電気伝導率 

 1) 調査項目 

トンネル工事前の地表水の流量、水温、pH、電気伝導率を調査する。 

 

 2) 調査範囲及び地点 

断層や破砕帯の性状や連続性も考慮の上で、非常口（山岳部）を含むトンネ

ルの工事に伴い影響が生じる可能性があると想定した地表水を対象にその流域

の下流地点とする。調査地点を表 1-3 及び図 1 に示す。 

 

 3) 調査時期及び頻度 

トンネル工事前の 1 年間、原則月 1 回の観測を考えている。なお、既に観測を

開始している調査地点は、今後も継続的に行う。 

 

 4) 調査手法 

「地下水調査および観測指針（案）」（平成 5 年 建設省河川局）に準拠する。 
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1-3 工事中の詳細な事後調査計画 

工事中における事後調査の内容について、調査項目ごとに以下に示す。 

 

(1) 湧水の水量：水量、水温、pH、電気伝導率、透視度 

 1) 調査項目 

トンネル工事中の湧水の水量、水温、pH、電気伝導率、透視度を調査する。 

 

 2) 調査範囲及び地点 

工事着手前の調査地点を基本とし、工事の進捗状況等を踏まえ、必要に応じ

て地点を変更することを考えている。 

 

 3) 調査時期及び頻度 

月 1 回の観測を基本に考えている。また、工事の進捗状況等を踏まえ、必要に

応じて調査頻度は変更することを考えている。 

 

 4) 調査手法 

「地下水調査および観測指針（案）」（平成 5 年 建設省河川局）に準拠する。 

 

(2) 地表水の流量：流量、水温、pH、電気伝導率 

 1) 調査項目 

トンネル工事中の地表水の流量、水温、pH、電気伝導率を調査する。 

 

 2) 調査範囲及び地点 

工事着手前の調査地点を基本とし、工事の進捗状況等を踏まえ、必要に応じ

て地点を変更することを考えている。 

 

 3) 調査時期及び頻度 

月 1 回の観測を基本に考えている。また、工事の進捗状況等を踏まえ、必要に

応じて調査頻度は変更することを考えている。 

 

 4) 調査手法 

「地下水調査および観測指針（案）」（平成 5 年 建設省河川局）に準拠する。 
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1-4 工事完了後の詳細な事後調査計画 

工事完了後における事後調査の内容について、調査項目ごとに以下に示す。 

 

(1) 湧水の水量：水量、水温、pH、電気伝導率、透視度 

 1) 調査項目 

トンネル工事完了後の湧水の水量、水温、pH、電気伝導率、透視度を調査する。 

 

 2) 調査範囲及び地点 

工事着手前の調査地点を基本とし、工事完了後の状況等を踏まえ、必要に応

じて地点を変更することを考えている。 

 

 3) 調査時期及び頻度 

トンネル工事完了後の 3 年間、4 季の観測を基本と考えている。また、状況に

応じ、調査期間及び調査頻度は別途検討する。 

 

 4) 調査手法 

「地下水調査および観測指針（案）」（平成 5 年 建設省河川局）に準拠する。 

 

(2) 地表水の流量：流量、水温、pH、電気伝導率 

 1) 調査項目 

トンネル工事完了後の地表水の流量、水温、pH、電気伝導率を調査する。 

 

 2) 調査範囲及び地点 

工事着手前の調査地点を基本とし、工事完了後の状況等を踏まえ、必要に応

じて地点を変更することを考えている。 

 

 3) 調査時期及び頻度 

トンネル工事完了後の 3 年間、4 季の観測を基本と考えている。また、状況に

応じ、調査期間及び調査頻度は別途検討する。 

 

 4) 調査手法 

「地下水調査および観測指針（案）」（平成 5 年 建設省河川局）に準拠する。 
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1-5 事後調査の結果により環境影響の程度が著しいことが判明した場合

の対応の方針 

トンネル湧水については、事前に先進ボーリング等、最先端の探査技術を用い

て地質や地下水の状況を把握した上で、必要に応じて薬液注入を実施すること

や、覆工コンクリート、防水シートを早期かつ適切に設置することにより、低減

を図っていくが、環境への著しい影響が確認された場合には、評価書にも記載の

とおり、次のような対応を考えている。 

  工事中に減水・渇水などの兆候が認められ水利用への影響の恐れがある場合に

は、住民（水利用者）の生活に支障をきたさぬよう応急対策を実施する。具体的

には、揚水井戸を設け水道設備に供給したり、トンネル湧水を活用する等の対策

を実施する。その後も観測を継続し、当社工事に起因する場合は、水を利用され

る方と協議をしながら、必要な恒久対策を実施していく。 

 

 

1-6 事後調査の結果の公表方法 

  調査結果の公表は、原則として事業者が行うものとするが、公表時期・方法等

については、調査の進捗に応じて関係機関と協議の上決定する。 

 



参 1 

 

参考１：その他の調査 

水資源に係る事後調査とは別に、工事中の環境管理を適切に行うことを目的に、

事業者の取組みとして工事期間中、水資源に係るモニタリングを実施する。長野県

と調整の上、個人に関する情報など非公開とすべき情報を除き、結果について公表

していく。 

また、事業開始後に本事業に係る環境影響について、新たに対応すべき点が生じ

た場合には、モニタリング調査についても、必要に応じて項目や地点数を追加する

等の検討を行っていく。 

水資源に係るモニタリングの内容について、調査地点を表参 1及び図参 1に示す。

 

表参 1 地表水の流量のモニタリング地点 

地点 

番号 
市町村名 地点 調査項目 調査時期及び頻度 

3 

阿智村 

小黒川上流 

・地表水の流量 

・水温 

・pH 

・電気伝導率 

下記を 基本 とする こと を

考えて いる が、ト ンネ ル

工事中 、ト ンネル 工事 完

了後は 状況 に応じ て検 討

していく。 

・トンネル工事前 1 年間、

月 1 回 

・トンネル工事中、月 1 回

・トンネル工事完了後、一

定の期間 

4 孫六沢上流 

5 馬止沢上流 



 

 

 

  

図参 1 水資源モニタリング地点 

03

参
2 

05 
04 

他市町範囲 

地表水の流量



 

参 3 

 

(1) 地表水の流量：流量、水温、pH、電気伝導率 

 1) 調査地点 

調査地点を表参 1 および図参 1 に示す。 

 

 2) 調査時期及び頻度 

工事着手前からトンネル工事完了後まで、月 1 回の観測を基本に考えている。工事後は

一定期間の調査において影響が見られなかったことを確認の上、専門家意見等を考慮し調

査期間及び調査頻度を決定する。 

 

 3) 調査手法 

「地下水調査および観測指針（案）」（平成 5 年 建設省河川局）に準拠する。 

 



 

参 4 

参考２：地質の概況について 

当該地域における地質の概況について、図参 2-1～2 に示す。

 

 

 

図参 2-1(1)（環境影響評価書 資料編 事 5-5 図 5-2-1(2)） 



 

参 5 

 

 

 

 

 

  

図参 2-1(2) 統括地質平面図 

（環境影響評価書 資料編 事 5-3 図 5-2-1(1)）

注 1：その他の凡例は、図参 2-1(1)に示す。 

25,000 

25,000 





 

参 6 

 

 

 

 

 

 

計画路線（本計画書対象範囲） 

図参 2-2 地質縦断図（環境影響評価書 資料編 環 9-1-7 図 9-1-1(3)） 
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